地域通貨「たま」

～アクセミールハート～

今回私たちがインタビューに訪ねた先は、【アクセミールハート】というカウンセリングルームです。

こちらのアクセミールハートさんは【登戸ドレスメーカー学院】と同じ建物に入っています。

今回、インタビューを行う理由は主に「地域通貨たま」に関する店舗での取り組み、そして「たま」に対する考えについてでした。

お話を聞かせていただいた方は、アクセミールハートの代表の伊藤稚子さんです。

大変気さくな方で、話も面白く、緊張していた私はとても和ませていただきました。

伊藤さんはドレスなどの裁縫の知識だけではなく、臨床心理療法士の資格もお持ちの方で、たくさんのアドバイスもいただきました。人との付き合い方や結婚観、人生観などなど、、、

正直、「たま」のインタビューのことなど忘れ、聞き入ってしまいました。

私も最近恋愛について悩んでいまして・・・年下の彼女とは、、なんやかんやあり・・

いやいやいやいや、私の恋愛についてはどうでもいいんですが、、、

伊藤さんは、カウンセリングルームに来られるクライアントさんと接する中で、一人で悩んでいる方がたくさんいることに気づいて、なんとかこの人たちを支援することはできないかと考えているとのことです。

今後は、現在のカウンセリング活動に加え、たとえば数人のグループ単位で、まず対人関係を円滑にする自己カウンセリングスキルを学ぶシステムを作り、その際、「２コインカウンセリング代＋100たま」を料金とする方法を提案したいとのことでした。

まだ計画中との事ですが、実現したら是非相談に行きたいと思います！

＊「たま」についての質問＊

Ｑどんな方が利用されていますか？

Ａまだ、「たま」で利用されたことのあるお客様はいませんが、今後はグループ単位で自己カウンセリングを学ぶシステムを定着させて、利用されるお客様が増えてくださるとうれしいです。

Ｑ「たま」についてどう思っているか？

Ａ今の時代横のつながりが希薄になってきています。誰かの役に立ちたい！誰かに手伝ってほしい！などの思いは皆にあると思いますが、なかなかそれを自発的に行動に移すことは難しいことです。そこでそんな人たちの橋渡しになるのが「たま」なのだと思います。地域に根をおろし、地域の役に立っているという意識と触れ合いの中で私自身も楽しみが芽生えました。「たま」を通してこれからも人との繋がりを感じていたい、そして地域が活性化していけば素敵だと思います。

最後に

今回、「たま」について忙しい中インタビューさせていただいたアクセミールハートの皆様、本当にありがとうございました。お話を聞いて私が知らない「たま」の魅力について再発見させていただきました。「たま」の誕生の根源には、やはり人と人との繋がりをもっと強くしていきたい、その橋渡しになればいいという思いがたくさん詰まっていると感じました。「たま」を受け取った瞬間から繋がりができ、またそれを次の誰かへと繋いでいく。そんな地域のリレーになっていけばいいと思います。

しかしやはり現実問題、地域通貨「たま」の知名度の低さがわかりました。せっかくのすばらしいものでも、たくさんの人に知られていなければ利用されません。これからの問題はいかに知名度を上げていくかと、利用しやすい環境づくりの二つだと考えます。この問題解決のために私自身もアイディアを出して考えていきたいです。
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